
誰もがよく似た並行世界の間を日常的に揺れ動

いていることが実証された世界。両親が離婚した

のち母親と暮らす少年・暦
こよみ

はある日、特に親しく

もなかったはずのクラスメイト・和
かずね

音にやけに親

しげに声をかけられた。85個隣の並行世界で暦

と恋人同士だったという彼女と、暦はぎこちなく

も人生を共に歩んでいくことになるのだが―。

並行世界のすべての君を、僕は同じように愛す

ることができるだろうか？ 『僕が愛したすべて

の君へ』は、並行世界が当たり前となった世界

で、迷いながら和音を愛する暦の一生を描いてい

る。並行世界との関わりの中で、二人が出した結

論。きっとあなたをあたたかな気持ちにしてくれ

るはずだ。これは無限の並行世界の中で寄り添い

あった二人の、優しい愛の物語。

誰もがよく似た並行世界の間を日常的に揺れ動

いていることが実証された世界。両親が離婚した

のち父親と暮らす少年・暦
こよみ

は、父の勤める研究所

で出会った少女・栞
しおり

と親交を深めていた。ある日

互いの親同士の再婚話が持ち上がり、二人はこの

ままでは結ばれないと、自分たちが兄妹にならな

い並行世界へと逃避行を試みたのだが―。

君を救うためには、僕はいったいどうしたらい

いだろうか？ 『君を愛したひとりの僕へ』は、

逃避行に失敗して栞を一人不幸にしてしまった暦

が、迷うことなく彼女を想い続けた一生を描いて

いる。彼女を救うために、暦が一生かけてたどり

ついた答え。きっとあなたは切ないと感じてしま

うだろう。これは一つの世界で彼女と添えなかっ

た彼の、狂おしい愛の物語。

「確かにあそこにしまったはずなのに……」「なんでこんな勘違いしてたんだろう……」あなたにはそんな
経験はないだろうか。普通、ただの記憶違いだと思うだろう。でもひょっとするとそれは、少しだけ違う並
行世界に迷い込んでしまったからなのかもしれない―。
今回はそんな、並行世界にまつわる一対の物語を紹介しよう。絡み合いながら進む二つの物語は、どちら
ももう一方の「続編」になっている。さあ、あなたはどちらから読むだろうか？ （海月）

そして、物語は交差する。ただ主人公が同じだけの二つの物語にも思えるが、これらは『僕が愛したすべ
ての君へ』の序章と終章で合流し、大きな一つの物語となるのだ。こうして幸せな恋と切ない恋が交わるこ
とで、幸せながらも少し悲しい、あるいは切ないながらも少し救われる、そんな深みが加わっている。すべ
てを読み終えて、最後にこの交差点に戻ってきたときにあなたが感じるのは幸せか、切なさか。読む順番に
よって感想は大きく変わるだろう。二冊の本という形で見事に表現された並行世界の、対照的な二つの恋。
同時進行する不思議な感覚とともに、あなたにぜひ味わってみてほしい。

さあ、あなたはどちらから読むだろうか？
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バレンタインのチョコもらえないと、2017年負け組って気がしますよね。 （文・３　Mr.貴族）
⇒チョ、チョコをもらえた並行世界に行けば……！ （まあ女子だから高みの見物なんですけどね；編）
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